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第8章 結論
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将来にエネルギーや資源の枯渇が懸念される時代になり，⾷糧を⽀える肥料の原料であるリン,

カリウムについても同様に人口増加に伴う枯渇性資源となった．可採年が⽐較的⾝近に迫っている,

⽯油やレアメタルの枯渇は⼈の⽣産活動や⽣活に影響を及ぼすものであるが，肥料成分であるリン

やカリウムの枯渇は⼈の⽣命にかかわる⾷糧危機に直結する．その意味でリンやカリウムの回収は

可採年を延命することになる．

本課題のプロジェクトは，その⼿法としてバイオマスを⺟剤としそれを修飾することでリンを回収し，

畜産⽣物処理⽔では脱着のときにカリウムが残留していることを利⽤して固相化することを⽬的し

た．

プロジェクトの課題に対する⾃⼰達成度評価は 70％であり，期間内に一槽式流動層による吸

脱着の繰返し操作の安定性条件を確認できなかったこと，中間審査で審査委員に指摘された吸

着剤のロスの⾒積もりができなかったことが未達成となった.プロジェクトは終了するが，リン回収は直

近の重要な課題であるので未達成部分を含めて，本課題を発展させていくつもりである．
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